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着
任
の
ご
挨
拶 

大
生
院
公
民
館 

館
長 

大
西 

大
寬 

 

こ
の
度
館
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
少
し
で
も
地
域
の
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
い

つ
つ
、
果
た
し
て
自
分
に
務
ま
る
の
か
心
配
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
幸
い
、
有
能
な
主
事
・
主
事
補
に
恵
ま

れ
ま
し
た
の
で
、
俱
に
力
を
あ
わ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

さ
て
、
地
域
と
い
え
ば
、
ま
だ
記
憶
に
新
し
い
東
日

本
大
震
災
を
思
い
出
し
ま
す
。
一
瞬
に
し
て
流
さ
れ
て

い
っ
た
故
郷
を
前
に
呆
然
と
立
ち
尽
く
す
人
々
を
見

て
、
「
故
郷
と
は
、
こ
う
も
容
易
に
奪
わ
れ
る
の
だ
。
」

と
い
う
思
い
で
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、
廃
墟
と
な
っ
た

故
郷
を
雄
々
し
く
守
り
、
復
興
へ
と
立
ち
上
が
る
東
北

の
人
々
の
姿
に
感
動
を
覚
え
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
れ
は
被
災
地
の
方
々
の
ふ
る
さ
と
を
思
う
力

の
強
さ
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

 

地
域
の
活
動
と
い
う
の
は
、
こ
う
い
う
事
態
に
遭
遇

し
て
も
立
ち
上
が
る
力
を
普
段
か
ら
身
に
つ
け
て
お
く

こ
と
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
何
気
な
い
家
族
の

や
り
と
り
で
あ
っ
た
り
、
自
治
会
活
動
で
あ
っ
た
り
、

そ
し
て
公
民
館
活
動
の
そ
れ
ぞ
れ
も
、
人
と
人
の
絆
と

な
り
互
い
に
思
い
や
り
、
協
力
し
合
い
郷
土
を
次
の
時

代
へ
と
伝
え
て
ゆ
く
活
動
で
あ
っ
た
り
す
る
の
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
誠
に
微
力
で
は
そ
う
い
う
こ
と
の
一
助

と
な
れ
ま
す
よ
う
皆
様
の
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す 

大
生
院
公
民
館 

主
事 

安
葉 

礼
子 

 

こ
の
度
金
栄
公
民
館
よ
り
異
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た

安
葉
で
す
。
一
日
で
も
早
く
大
生
院
に
慣
れ
、
地
域
の

皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
微
力
な
が
ら
精
一
杯
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
指
導
・
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

前
大
生
院
公
民
館 

主
事 

曽
我
部 

美
由
紀 

 

神
郷
公
民
館
へ
異
動
し
ま
し
た
。
７
年
間
、
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

５月度 その他の行事予定 

５日(日)ます釣り大会       渦井川 

８日(木)老人クラブ定例会    公民館 

１５日(水)民生児童委員協議会  

１７日(金)食改 

１９日(日)大生院校区運動会    小学校 

２６日(日)商工会定例会      公民館 

２７日(月)連合自治会長会      〃 

 

 

 

 
 

【大生院の人口と世帯】 

（平成２５年３月末日現在） 

人口  ４，１６６ 人 

世帯  １，８８０ 世帯 

(男)   １，９７１  人 

(女)   ２，１９５  人 

 

 

子
育
て
サ
ー
ク
ル 

＊
メ
ル
ヘ
ン
ク
ラ
ブ
の
ご
案
内
＊ 

 

 ◎
日 

時 

５
月
14
日
（
火
）
１０
時
～

１１
時

３０
分 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

※
受
付
９
時
３０
分
～ 

◎
内 

容 

こ
い
の
ぼ
り
を
作
ろ
う
！ 

◎
場 

所 
 

大
生
院
公
民
館 

多
目
的
室 

◎
持
参
品 

バ
ス
タ
オ
ル
・
お
茶 

◎
参
加
費 

１００
円 

◎
締 

切 

５
月
10
日
（
金
） 

◎
問
い
合
せ 

主
任
児
童
委
員 

和
田 

恵
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

横
山 

敏
江 

新
し
く
参
加
の
方
は
大
生
院
公
民
館
（
４１
―
６
６
０
４
） 

に
ご
連
絡
下
さ
い
。 

  

＊
県
大
会
に
出
場
し
ま
す
＊ 

 
 先

日
行
わ
れ
た
高
齢
者
新
居
浜
自
転
車
大
会
に
お
い
て

大
生
院
支
部
が
優
勝
い
た
し
ま
し
た
。
６
月
16
日
に
行
わ

れ
る
県
大
会
に
新
居
浜
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。
入
賞
者

は
次
の
と
お
り
で
す
。 

個
人
の
部 

優 

勝
：
神
野 

正 

男
さ
ん 

 
 

 
 

 

準
優
勝
：
秦 

 

恵
津
子
さ
ん 

 
 

 
 

 

入 

賞
：
加
藤 

信 

広
さ
ん 

小
学
校
・
中
学
校
先
生
が
代
わ
ら
れ
ま
し
た 

着
任
の
ご
挨
拶 

大
生
院
中
学
校
長 

筒
井 

宗
彦 

 

こ
の
度
の
異
動
に
よ
り
、
新
居
浜
市
教
育
委
員
会
か
ら

昇
任
校
長
と
し
て
大
生
院
中
学
校
へ
赴
任
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
伝
統
あ
る
大
生
院
中
学
校
の
経
営
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
は
身
に
あ
ま
る
光
栄
で
あ
り
、
責
任
の
重
さ

を
改
め
て
感
じ
て
お
り
ま
す
。 

 
去
る
４
月
９
日
、
多
数
の
ご
来
賓
・
保
護
者
の
皆
様
の

ご
出
席
を
い
た
だ
き
、
入
学
式
を
盛
大
に
挙
行
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
１
年
生
51
名
を
新
た
に
迎
え
、
全
校
生

徒
146
名
、
教
職
員
21
名
で
平
成
25
年
度
を
ス
タ
ー
ト
い

た
し
ま
し
た
。
心
も
身
体
も
大
き
く
成
長
す
る
中
学
校
３

か
年
は
、
人
間
と
し
て
の
基
礎
を
養
う
大
切
な
期
間
で

す
。
生
徒
に
と
り
ま
し
て
充
実
し
た
も
の
と
な
る
よ
う
、

学
校
の
教
育
目
標
で
あ
る
「
自
ら
学
び
、
心
豊
か
で
、
た

く
ま
し
く
生
き
る
生
徒
の
育
成
」
の
具
現
化
に
向
け
て
、

教
職
員
一
同
、
努
力
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

地
域
、
保
護
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま

で
同
様
、
格
段
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

再
び
参
上
い
た
し
ま
し
た 

大
生
院
小
学
校
教
頭 

髙
橋 

伸
也 

 

こ
の
度
の
異
動
で
、
惣
開
小
学
校
よ
り
転
任
し
て
参
り

ま
し
た
、
教
頭
の
髙
橋
伸
也
で
す
。
実
は
、
こ
の
大
生
院

小
学
校
は
二
十
四
年
振
り
に
な
り
ま
す
。「
昭
和
」「
平
成
」

を
ま
た
い
で
、
三
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
元
号
の

変
更
と
い
う
、
ま
さ
に
歴
史
的
な
動
き
が
あ
っ
た
時
期
に

勤
め
ら
れ
た
学
校
で
あ
り
、
記
憶
も
鮮
明
に
？
残
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
体
育
館
の
前
面
を
見
て
ビ
ッ
ク
リ
！
し
ま

し
た
。
両
側
に
あ
る
「
校
歌
」
の
額
と
「
児
童
会
の
歌
」

の
額
は
、
当
時
の
卒
業
生
が
卒
業
記
念
と
し
て
、
贈
呈
し

て
く
れ
た
も
の
で
し
た
。
二
枚
と
も
、
私
が
担
任
を
さ
せ

て
も
ら
っ
た
学
年
だ
っ
た
の
で
、
感
慨
も
ひ
と
し
お
で
す
。 

  

新
た
な
職
で
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
地
域
の

皆
様
に
は
、
今
後
と
も
当
時
と
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
・
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 
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  ～夢遊友うずいからのお知らせ～ 

「第１５回ます釣り大会」のご案内 

新緑の季節になりました。今年も渦井川で渓流釣りを親子家

族で楽しんでもらうために「マス釣り大会」を計画しました。

『自然を満喫しに来ませんか』 

年少の子どもたちのつかみ取りも計画しております。 

 

日  時：平成２５年５月５日(日)（こどもの日） 

     午前 ８:００ 受付開始 

受付場所：稲荷山公園【蛍の里】 

（受付しないと釣りに参加できません。） 

釣り会場：開会式終了後案内します。 

参 加 料：子ども  １００円 保護者 ２００円 

     大人のみ ５００円 

① 釣具・えさ等は各自で御準備下さい。 

② ルアー釣り、玉網の使用は禁止です。 

③ 小学生以下は、保護者同伴をお願いします。 

④ この大会は、子どもの日のイベントですので、こど

もが主役の大会です。 

⑤ この催しで起きた事故については、原則自己責任で

お願いします。 

（但しボランティア行事保険Ａプランに加入していま

す。） 

主催 夢遊友うずい 共催 大生院公民館 

 

 

大
生
院
川
柳
会 

  
 

了
報 

 

 
 

 
 
  

 
 
 
 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日 

 

 
 

 

題
「
は
ら
は
ら
」「
ス
タ
ー
ト
」「
モ
デ
ル
」 

  

ハ
ラ
ハ
ラ
も
ド
キ
ド
キ
も
な
い
倦
怠
期 

 
 

薫 

子 

は
ら
は
ら
が
生
き
甲
斐
と
言
う
武
勇
伝 

 
 

丹 

波 

ス
タ
ー
ト
は
快
調
だ
っ
た
途
中
下
車 

 
 

 

明 

美 

ス
タ
ー
ト
の
こ
れ
が
写
真
か
角
か
く
し 

 
 

幸 

子 

ス
タ
ー
ト
は
東
ち
づ
る
も
蒙
古
斑 

 
 

 
 

 

了 

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
通
り
に
い
か
ぬ
の
が
寿
命 

 

順 

子 

モ
デ
ル
地
区
さ
す
が
ゴ
ミ
出
し
差
を
つ
け
る 

し
の
ぶ 

  
 

《
平
成
二
十
五
年 

五
月
句
会
》 

 
 

 
 

五
月
二
十
五
日
（
土
） 

十
三
時
三
十
分
～ 

  
 

題
「
す
ん
な
り
」「
か
す
む
」「
ノ
ッ
ク
」 

大
生
院
俳
句
会    

四
月
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

於 

大
生
院
公
民
館 

 
 

  

神
苑
の
片
隅
濡
ら
し
植
木
市 

 
 

 
 

伊
藤 

大
寒 

春
愁
や
鏡
を
持
て
る
男
の
子 

 
 

 
 

久
保 

壷
水 

花
の
下
洟
垂
れ
小
僧
集
ま
れ
り 

 
 

 

大
西 

石
火 

ほ
ど
ほ
ど
は
聖
人
君
子
四
月
馬
鹿 

 
 

細
川 

佳
泉 

水
張
り
て
道
前
平
野
花
曇
り 

 
 

 
 

小
笠
原
絹
枝 

ふ
る
さ
と
の
小
学
校
に
桜
咲
く 

 
 

 

河
野
モ
ミ
子 

猫
の
背
に
ひ
と
ひ
ら
乗
せ
て
花
吹
雪
き 

高
橋 

恭
子 

朧
に
は
お
ぼ
ろ
の
匂
ひ
あ
る
港 

 
 

 

近
藤 

 
 

静 

 
 
 

《
次
回
句
会
》
五
月
十
四
日
（
火
） 

 
 

 
 

午
後
一
時
よ
り 

 

於 

公
民
館 

図
書
室 

「第１３回大生院ほたる祭り」のご案内  

毎年恒例のほたる祭りを６月８日(土)に開催いたしま

す。自然の神秘に心奪われるひとときを、今年も稲荷山

公園ほたるの里でお過ごしください。 

又、出店の希望者も募集しております。 

 詳細は来月号の公民館報でお知らせいた 

します。 

 

上記いずれもお問い合わせは 

夢遊友うずい 会 長 川原 修二 ☎４１―０６５３ 

   事務局 神野 泰次 ☎４３―３１０４ 

   

光化学スモッグが発生しやすい時期です！ 

 

★スモッグが発生しやすい状況 

 ・強い日差しがあり、気温が高く、風の弱い日に発生しや

すくなります。 

 ・遠くの山や建物がもやがかかったように見えにくい日は

注意しましょう。 

★注意報が発令された時には 

 ・屋外での激しい運動は、なるべく避けましょう。 

 ・目やのどに刺激を感じた場合は、洗眼、うがいをし、屋

内で安静にしてください。 

 ・洗眼やうがいをしても症状がよくならないときは、医師

の診察を受けましょう。 

 ・被害を受けた人は西条保健所または市役所環境保全課ま

でご連絡ください。 

★発令情報を得るには 

 ・防災無線により、公民館等から放送いたします。 

 ・テレビ、ラジオ、ホームページなどでお知らせいたしま

す。 

 ・携帯電話・パソコンをお持ちの方は、「メールマガジン」

を利用していただくことをお勧めします。 

＊市ホームページアドレス＊ 

 http://www.city.niihama.lg.jp/ 

＊市メールマガジン＊ 

 http://www.city.niihama.lg.jp/m/ 

*県光化学スモッグ情報ホームページアドレス＊ 

 http://www.1.ocn.ne.jp/~ehime-ox/ 

＊市ツィッター＊ 

 http://twitter.com/niihama_city 

※登録料・情報料は無料ですが、通信料は利用者の負担とな

ります。 

（連絡先）西条保健所 TEL ５６－１３００ 

     環境保全課 TEL ６５－１５１２ 
 

http://www.city.niihama.lg.jp/
http://www.city.niihama.lg.jp/m/
http://www.1.ocn.ne.jp/~ehime-ox/
http://twitter.com/niihama_city

